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（博士論文審査の結果の要旨） 

 
本学位論文は，まず，トウガラシ栽培時の干ばつストレス（第 2 章）および塩類ストレス（第

3 章）によって果実中の糖類，グルタミン酸および辛味成分カプサイシノイド等の呈味含量がス
トレスに応じてどのように変化するか調査したもので，その結果，総糖含量，グルタミン酸含量
およびカプサイシノイド含量は両ストレスが強くなるほど，また，果実成長が進むほど，上昇し
たが，ブドウ糖含量は反対に低下する結果となったとしている。また，同様の干ばつおよび塩類
ストレスにより，成育（草丈，葉数等）および収量（果実重，着果数等）がどのように変化した
か（第 4 章）も調査しており，両ストレスにより成育は悪くなるものの，収量や果実の大きさも
小さくなることから，糖度が上昇するのはその濃縮効果によるものであり，一方で，葉数も減少
しているが，光合成の減少の効果は限定的で，濃縮された効果の方が大きかったためではないか
と推察している。さらに，カプサイシノイド含量の増加については濃縮効果ではなく果実中の胎
座・隔壁のカプサイシノイド合成能力がストレスにより上昇したことが理由であると結論づけて
いる。最後に，18 のカプサイシノイド合成関連遺伝子の発現が乾燥ストレスによっての変化する
こと（第 5 章）については，その発現パターンから遺伝子を 3 つのグループに分けることができ，
その挙動は，当研究室の先行論文で，ししとうでみられた単為結果による辛味成分含量の増大の
際の遺伝子発現のものと類似していることが明らかになったとしている。また，それはカプサイ
シノイド合成経路のうち分岐脂肪鎖合成経路の方が大きく影響されていると報告している。以上
の様に本論文の研究は，双方のストレス程度および果実成長に伴って変化する果実中の呈味成分
含量，成育や果実収量，および関連遺伝子の発現を詳細に測定し，かつ充分なデータ量をとりま
とめてある。これまで，果菜類ではトマトではこの様なストレスと呈味成分との関係についての
研究は行われてきたがトウガラシで研究はほとんどなく，さらに，辛味成分の発現解析について
も，品種間差の研究以外は全くなされていないことから，学術的にも新規な知見を得た論文であ
るといえる。また，基礎となる論文のうち乾燥ストレスの結果については The Horticulture 
Journal（園芸学会英文誌）で受理, 公開されており，もう一方の塩類ストレスに関する結果も
Tropical Agriculture and Development（日本熱帯農業学会英文誌）に受理され，2 報の要件は
満たしており，この他にも，発現解析の結果については The Horticulture Journal（園芸学会英
文誌）において査読中，ストレスによる成育収量の変化についての結果は，その内容を含む論文
が信州大学 AFC 報告において受理，印刷中である。同内容については国内学会（園芸学会およ
び日本熱帯農業学会）での発表も経験しており，また，カンボジアや中国の研究機関や大学との
国際シンポジウムで，同内容での発表も実施しており，関係研究者からの評価も得られている。 
以上のことからに本論文は博士学位論文として適切であると結論づけられた。 
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